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2Ap－9 トーストのおいしさに影響する要因の検討

○佐藤秀美、早川文代＊、畑江敬子＊＊島田淳子＊＊

　(＊小田原女短大、＊＊お茶の水大)

食　　物

　目的　焼き色が広範囲に及ぶ場合、トーストのおいしさは焼き色に依存する傾向にある

ことを前回報告した。本研究では、焼き色を受容できる範囲に限定し、水分分布を大きく

変えたトーストを試料に、おいしさに及ぼすテクスチャの影響を調べることを目的とした。

　方法　厚さ19ininの食パン(6枚切れ)の水分含量を水分除去または蒸気付加により40.0,

45.0,47.5%に調製した。これらを100ｖまたは80ｖ人力のポップアップ式卜－スタ(650w)で

1～7分間加熱し、18種の試料を調製した。焼き色は先の結果に基づき、Ｌ値30～70の範囲

に設定した。　トーストの焼き色(L値),クラスト(硬化部分)の厚さ、クラスト及びグラム

の水分含量(los°c定圧乾燥法)を測定した。加熱直後の各試料の好ましさを訓練パネル40

名にグラフ尺度上に評価させ、評価の理由を自由に記述させた。

　結果　試料のクラストの厚さは1.5~3. emu、その水分含量は7.8~14.8%、グラムの水分含

量は39.1~50.6冤で、幅広い水分分布の試料が得られた。各パラメータ間の相関は最高でも

ｒが0.56と低く、各データの独立性が確認された。各要因を目的変数として重回帰分析を

行った結果、有効な説明変数として焼き色、クラストの厚さ及びその水分含量が得られ、

R^は0.75であった。この内、好ましさと最も相関が高かったのは焼き色であった。一方、

トーストの評価理由を外観、匂い、味、テクスチャの４項目に分類集計した結果、テクス

チャに関する項目が全体の約60％と高かった。以上より、実際においしさに大きく影響す

る要因は焼き色であるが、評価の際意識されるのはテクスチャであることが示唆された。

2 Ap-10 家族の人間関係における食卓の位置づけ　一一日韓の中学生を対象として一一

　○大谷貴美子＊、浅野麻理子＊、李温九＊、金明仙＊、韓在淑**、南出隆久＊、

　　畠中宗一＊＊＊、　本村汎*＊＊　（＊京都府大、**嶺南大、* ＊*大阪市大）

　【目的】　現在我が国では、女性の就業率の増加、学童の通塾率の増加、食の簡便化など

で家族がそろって食事をする機会が減少している。そのような中にあって、常識を越えた

青少年の犯罪が増加し、改めて家族の役割・家庭の機能が見直されている。そこで、我々

は、家族の団らんの象徴ともいえる食卓に注目し、楽しい食卓が、家族のまとまりと子供

の情緒的安定をもたらし、そのことが子供の将来の食生活や、家族像にも影響を与えてい

るものと仮説を立て、アンケート調査を行った。調査は、食習慣がほぼ完成されて食事選

択を自らの意志で行いつつある中学生と､その保護者を対象として日本と韓国で行われた。

今回は、中学生のデータのみを報告する。

　【研究方法】　調査は19 9 7年9月から1 0月に、大阪府、滋賀県、ソウル（韓国）。

テグ（韓国）の中学校の協力を得て行われた。アンケート用紙は、親子の対応を見るため

に、生徒用と保護者用に同じ番号を付け、それぞれを封筒に入れて生徒にわたし、数日後

中学校の先生を介して回収された。データーの処理はSPSSを用いて行った。

　【結果】生徒のアンケ一卜の回収率は、日本86.1% （中1 － 171、中2－ 60、中3-48

名）、韓国73.0 % （中１－ ＨＯ、中2 － 123、中3- 137名）であった。日韓ともに、家

族の凝集性､楽しい食卓､将来の家族像､将来の食生活像との間に高い相関性が認められ、

家族の凝集性の高いグループ、および楽しい食卓を体験しているグループほど、現在のよ

うな家庭を将来持ちたいと思い、栄養バランスを重視した食生活を志向していた。
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